執筆者紹介 by unknown
市
川
清
史
（
い
ち
か
わ
き
よ
し
）
准
教
授
▽
「
剣
南
時
代
の
岑
参
」（「
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
紀
要
二
松
」
3）
▽
「
岑
参
と
銭
起
郎
士
元
に
つ
い
て
」（「
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
紀
要
二
松
」
10）
▽
「
郎
士
元
に
つ
い
て
」（「
日
本
中
国
学
会
報
」
48）
▽
「
李
益
『
春
日
晉
祠
同
聲
會
集
得
疏
字
韻
』
詩
に
つ
い
て
」（「
学
苑
」
799号
）
▽
「
劉
長
か
ら
白
居
易
へ
詩
語
隱
吏
を
手
掛
か
り
と
し
て
」（「
学
苑
」
893号
）
鵜
飼
江
（
う
が
い
さ
ち
え
）
非
常
勤
講
師
▽
「
末
摘
花
と
い
う
呼
称
」
（
『
源
氏
物
語
煌
め
く
こ
と
ば
の
世
界
』
共
著
林
書
房
）
▽
「
対
の
上
と
い
う
呼
称
特
異
な
呼
称
の
描
く
も
の
」（「
中
古
文
学
」
85号
）
▽
「

空



帚
木

と
い
う
呼
称
エ
ピ
ソ
ー
ド
型
呼
称
の
一
つ
と
し
て
」（「
日
本
文
学
」
60巻
4号
）
▽
「
『
源
氏
物
語
』
の
妻
妾
の
呼
称
光
源
氏
の
妻
妾
の
呼
称
の
独
自
性
」
（
「
日
本
文
学
」
62巻
12号
）
▽
「
紫
の
上
と
い
う
呼
称

紫
に
込
め
ら
れ
た
も
の
」
（
「
む
ら
さ
き
」
第
48輯
）
烏
谷
知
子
（
か
ら
す
だ
に
と
も
こ
）
教
授
▽
「
倭
建
伝
承
の
文
芸
性
」（『
古
事
記
の
文
芸
性
』
所
収
高
科
書
店
）
▽
「
古
代
道
行
詞
章
影
媛
歌
謡
を
中
心
に
」（『
歌
謡
と
は
何
か
』
所
収
和
泉
書
院
）
▽
「
春
日
皇
女
の
唱
和
歌
謡
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（「
古
事
記
年
報
」
39号
）
▽
「
天
照
大
御
神
と
高
御
産
巣
日
神
常
世
か
ら
高
天
原
へ
」（『
菅
野
雅
雄
博
士
喜
寿
記
念
記
紀
風
土
記
論
究
』
所
収
お
う
ふ
う
）
▽
「
軽
太
子
と
軽
大
郎
女
伝
承
に
お
け
る
禁
忌
の
侵
犯
と
歌
謡
物
語
の
文
学
性
に
つ
い
て
」
（『
青
木
周
平
先
生
追
悼
古
代
文
芸
論
叢
』
所
収
お
う
ふ
う
）
久
下
裕
利
（
く
げ
ひ
ろ
と
し
）
教
授
▽
『
平
安
後
期
物
語
の
研
究
』
（
新
典
社
）
▽
『
変
容
す
る
物
語
』
（
新
典
社
）
▽
『
狭
衣
物
語
の
人
物
と
方
法
』（
新
典
社
）
▽
『
源
氏
物
語
絵
巻
を
読
む
物
語
絵
の
視
界
』
（
笠
間
書
院
）
▽
『
物
語
の
廻
廊
『源
氏
物
語
』
か
ら
の
挑
発
』（
新
典
社
）
▽
『
王
朝
物
語
文
学
の
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
）
▽
『
物
語
絵
歌
仙
絵
を
読
む
』（
武
蔵
野
書
院
）
齋
藤
彰
（
さ
い
と
う
あ
き
ら
）
教
授
▽
『
徒
然
草
の
研
究
』（
風
間
書
房
）
▽
『
諷
増
抄
』（
新
典
社
）
▽
『
新
編
国
歌
大
観
』
三
七
十
巻
（
共
著
角
川
書
店
）
▽
『
大
歳
時
記
』（
共
著
集
英
社
）
▽
『
日
本
古
典
へ
の
誘
い
100選
Ⅱ
』
（
共
著
東
京
書
籍
）
嶺
田
明
美
（
み
ね
だ
あ
け
み
）
准
教
授
▽
「
形
容
詞

高
い
の
使
用
実
態
に
つ
い
て


強
い


大
き
い

な
ど
と
の
ゆ
れ
の
可
能
性
の
指
摘
」（「
学
苑
」
893号
）
▽
「
近
代
小
説
等
に
お
け
る
～で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
類
と
～で
は
な
い
で
す
か
類
の
使
用
頻
度
に
つ
い
て
」（「
学
苑
」
855号
）
▽
「
第
4
章
日
本
語
学
関
連
サ
イ
ト
の
紹
介
」（『
講
座
Ｉ
Ｔ
と
日
本
語
研
究
7
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
情
報
収
集
』
明
治
書
院
）
▽
「
第
6編
第
4節
方
言
」（『
作
手
村
誌
本
文
編
』
愛
知
県
新
城
市
作
手
村
誌
編
集
委
員
会
）
▽
「
視線

視点
と
目線
」（「
学
苑
」
809号
）
元
吉
進
（
も
と
よ
し
す
す
む
）
教
授
▽
『
源
氏
物
語
作
中
人
物
事
典
』
（
共
編
東
京
堂
出
版
）
▽
『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
14（
若
菜
上
後
半
）』（
共
編
至
文
堂
）
▽
『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
33（
薄
雲
朝
顔
）』
（
共
編
至
文
堂
）
▽
「
更
級
日
記
の
橋
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
断
橋
の
風
景
」（「
学
苑
」
807号
）
▽
「
更
級
日
記
の

ち
ち
ぶ
の
山

に
つ
い
て
父
と
娘
の
東
国
」（「
学
苑
」
891号
）
山
田
潔
（
や
ま
だ
き
よ
し
）
特
任
教
授
▽
『
邦
訳
日
葡
辞
書
逆
引
索
引
』
（
笠
間
書
院
）
▽
『
玉
塵
抄
の
語
法
』（
清
文
堂
）
▽
『
中
世
文
法
史
論
考
』（
清
文
堂
）
▽
『
抄
物
語
彙
語
法
論
考
』
（
清
文
堂
）
▽
「
抄
物
に
お
け
る
動
詞
連
用
形
＋
ゴ
ト
構
文
の
諸
相
」（「
国
語
国
文
」
913号
）
▽
「
抄
物
に
お
け
る
副
助
詞
だに

さへ
の
用
法
」（「
国
語
国
文
」
976号
）
吉
田
昌
志
（
よ
し
だ
ま
さ
し
）
教
授
▽
『
泉
鏡
花
	美
と
永
遠

の
探
究
者
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）
▽
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編
泉
鏡
花
集
』
（
共
編
著
岩
波
書
店
）
▽
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
（
共
編
著
岩
波
書
店
）
▽
「
三
島
由
紀
夫

愛
の
疾
走
の
諏
訪
」（「
国
語
と
国
文
学
」
83巻
1号
）
▽
『
鏡
花
随
筆
集
』（
編
著
岩
波
文
庫
）
（
五
十
音
順
）
執
筆
者
紹
介
